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「
宇
多
津
郷
土
芸
能
保
存
会
」（
鹿
島
踊
り
）

主
な
議
会
活
動

主
な
議
会
活
動

８
月

９
月

10
月

グ ル ー プ  紹 介元 気 な な か ま

あ
と
が
き

うたづ議会だより
2014
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第52号

平成26年 第３回定例会 庁舎耐震改修工事
一般質問に６人

健やか子ども基金・防災ラジオ（委員会）
耐震工事はプロポーザル（視察・来町）
放課後児童育成クラブ（追跡調査）

「応援しょうでぇ～、宇多津っ子」サッカー（女子）＆ジュニアバレー
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特
別
委
員
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委 

員 

長
　
西
本
　
祐
子

副
委
員
長
　
柴
村
　
賢
三

委
　
　
員
　
大
松
喜
次
郎

委
　
　
員
　
宮
本
　
　
隆

委
　
　
員
　
濵
中
　
保
夫

５
日

６
日
７
日
８
日
20
日
21
日
22
日

議
員
総
会

総
合
庁
舎
耐
震
改
修
特
別
委
員
会

静
岡
県
町
村
議
長
会
視
察
来
庁

人
権
同
和
教
育
推
進
協
議
会
総
会

県
広
報
発
行
連
絡
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

庁
舎
耐
震
改
修
特
別
委
員
会
視
察
研
修
（
周
南
市
）

庁
舎
耐
震
改
修
特
別
委
員
会
視
察
研
修
（
和
木
町
）

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

近
県
剣
道
大
会

第
３
回
定
例
会
・
本
会
議

一
般
質
問

一
般
質
問

総
務
建
設
教
育
民
生
合
同
委
員
会

関
西
宇
多
津
会
総
会

総
務
建
設
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

全
員
協
議
会
・
本
会
議

町
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

３
日
４
日
７
日
９
日
10
日
11
日
12
日
14
日
16
日
17
日
18
日
21
日

議
会
運
営
委
員
会

総
合
庁
舎
耐
震
改
修
特
別
委
員
会

議
員
懇
談
会
　

第
３
回
臨
時
会

中
央
保
育
所
運
動
会

大
松
杯
開
会
式
・
交
流
会

大
松
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

議
員
勉
強
会
（
地
域
整
備
課
）

安
来
市
（
島
根
県
）
視
察
来
庁

出
雲
崎
町
（
新
潟
県
）
視
察
来
庁

決
算
審
査

宇
多
津
中
学
校
文
化
祭

天
童
市
（
山
形
県
）
視
察
来
庁

児
玉
郡
議
長
会
（
埼
玉
県
）
視
察
来
庁

議
員
勉
強
会
（
ま
ち
づ
く
り
課
）

７
日

10
日
11
日

12
日
14
日
16
日

17
日
18
日
23
日
27
日
30
日

　
平
成
23
年
９
月
の
「
瀬
戸
の
海
、

浜
お
こ
し
・
唄
お
こ
し
坂
出
市
民
コ

ン
サ
ー
ト
」
に
初
め
て
「
鹿
島
踊
り
」

を
披
露
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
こ
れ

で
は
将
来
消
滅
と
の
危
機
を
感
じ
、

こ
の
年
の
12
月
に
踊
り
や
太
鼓
の
方

に
も
声
を
か
け
て
、
「
宇
多
津
郷
土

芸
能
保
存
会
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

　
仲
間
の
一
人
が
「
口
伝
で
は
覚
え

な
い
し
唄
え
な
い
」
と
唄
符
を
創
作

し
ま
し
た
。
こ
の
事
が
非
常
に
効
果

的
で
８
名
の
口
説
き
者
が
誕
生
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
単
に
盆
踊
り
唄
と
思
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
実
は
そ
う
で
は
な

い
事
を
町
文
化
財
保
護
協
会
の
奥
村

会
長
が
発
見
。
そ
れ
は
頼
重

公
入
封
当
時
、
讃
岐
は
も
と

よ
り
全
国
で
人
力
の
遠
く
及

ば
な
い
大
災
害
が
打
ち
続
い

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
悪
霊

を
鎮
め
る
た
め
、  

先
の
領
地・

鹿
島
神
宮
の
神
の
威
力
を
借

り
て
祈
り
、
宇
多
津
か
ら
仕

掛
け
て
次
々
と
隣
村
に
伝
え
、

大
内
郡
坂
本
村
ま
で
踊
り
継

い
だ
そ
う
で
す
。

　
こ
の
踊
り
を「
鹿
島
踊
り
」

と
い
う
と
中
山
城
山
著
「
全

讃
史
」
に
記
録
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
当
会
の
仲
間
は
、
年
は
重
ね
て
い

ま
す
が
元
気
い
っ
ぱ
い
。
今
の
う
ち

に
次
世
代
に
つ
な
げ
た
い
と
、
毎
週

月
曜
日
午
後
７
時
か
ら
８
時
半
ま
で
、

平
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
練
習
を
続
け

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
「
鹿
島
踊
り
」
は
伝
統
あ

る
我
が
町
に
初
め
て
の
無
形
文
化
財

の
認
定
を
目

指
し
て
い
ま

す
。

　
興
味
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
選
挙
も
終
わ
り
４
年
間
の

宇
多
津
丸
の
船
長
が
決
ま
り

ま
し
た
。
議
会
も
３
年
ぶ
り

に
定
数
10
人
で
の
議
会
運
営

と
な
り
ま
す
。
10
人
が
一
丸

と
な
っ
て
宇
多
津
町
の
未
来

に
向
け
て
全
力
投
球
し
て
い

き
ま
す
！

 

船
長
は
船
員
（
議
会
・
職

員
）
の
仕
事
は
で
き
ま
す
が
、

船
員
は
船
長
の
仕
事
は
で
き

ま
せ
ん
。
船
内
の
仕
事
は
船

員
に
任
せ
、
船
長
は
操
舵
室

か
ら
水
平
線
（
宇
多
津
の
未

来
）
を
見
、
上
手
く
舵
を
執

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
船
員
皆
で
宇
多
津
丸

の
安
全
航
行
の
た
め
に
船
長

の
後
押
し
を
し
て
い
き
ま
す
。

 

こ
れ
か
ら
の
安
全
航
海
で

４
年
後
に
は
、
素
晴
ら
し
い

未
来
あ
る
港
に
無
事
に
帰
港

で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
宮
本
　
隆

第63回近県剣道優勝大会  がんばる　宇多津中学校剣道部

うたづ夏まつりでも「鹿島踊り」を

大松杯でのセレモニー

香川県宇多津町
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告
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平成26年　第３回定例会
庁舎耐震改修工事、始動

定
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報
告
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本会議 議員の賛否
◯  賛成　×  反対　欠  欠席（議長は、賛否同数の時のみ可否を決定する）

主　な　審　議　案　件 西本 濵中 柴村 宮本 大松 池田 青木 藍川 井原

平成25年度宇多津町一般会計歳入歳出決算を継続審査とする

平成25年度宇多津町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

平成25年度宇多津町介護保険特別会計歳入歳出決算

平成25年度宇多津町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

平成25年度宇多津町下水道事業特別会計歳入歳出決算

平成25年度宇多津町はなの森墓地公苑整備事業特別会計歳入歳出決算

平成25年度宇多津町水道事業会計歳入歳出決算

平成26年度宇多津町一般会計補正予算（第２号）

平成26年度宇多津町介護保険特別会計補正予算（第１号）

宇多津町健やか子ども基金条例の制定

宇多津町ひとり親家庭等医療費支給に関する条例の一部を改正
する条例

固定資産評価審査委員会委員の選任

ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充に関する陳情書
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認
　
　
定
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案

同
意
陳
情 ―
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平
成
25
年
度
決
算

条
例
改
正
等

　

 

平
成
26
年
第
３
回
定
例
会

　
　
・
開
催
期
間
　
　
　
9
月
9
日
〜
18
日

　
　
・
一
般
質
問
　
　
　
9
月
10
日
、
11
日

　
　
・
審
議
内
容
　
　
　
認
定
７
件
　
　
議
案
5
件

                              

同
意
2
件      

諮
問
1
件

                              

陳
情
1
件

主
な
内
容

補
正
予
算

平
成
26
年
度
宇
多
津
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
（
第
２
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　     

（
2
億
8
9
4
8
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　 

全
会
一
致
で
可
決

・
地
域
ケ
ア
会
議
活
用
推
進
事
業
費

　
（
高
齢
者
個
人
に
対
す
る
支
援
の
充
実
と
そ
れ
を

　
　
支
え
る
社
会
基
盤
の
整
備
）

・
健
や
か
子
ど
も
基
金
積
立
金

・
保
育
緊
急
確
保
事
業
費

　
（
私
立
保
育
所
各
園
に
保
育
士
の
処
遇
改
善
）

・
個
別
予
防
接
種
委
託
料

　 （
水
ぼ
う
そ
う
と
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
を
定
期
接
種
）

・
防
災
ラ
ジ
オ
購
入
費

・
広
域
避
難
所
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
委
託
料

・
小
学
校
と
幼
稚
園
の
間
の
道
舗
装
工
事
費

・
幼
稚
園
遊
戯
室
照
明
工
事
費

　
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
取
り
替
え
）

・
町
民
体
育
館
管
理
費

　
（
南
側
に
暗
幕
を
取
り
付
け
る
。
プ
ー
ル
棟
に
火
災
報

　
　
知
器
を
設
置
し
、
職
員
室
へ
直
通
）

・
庁
舎
耐
震
改
修
事
業
費

　
（
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
選
定
委
員
へ
の
報
奨
金
及
び
Ｊ
Ａ
に

　
　
対
す
る
賃
料
等
の
鑑
定
評
価
依
頼
費
）

〈
債
務
負
担
行
為
補
正
追
加
〉

・
宇
多
津
町
庁
舎
耐
震
等
改
修
事
業

　（
平
成
26
年
度
〜
28
年
度
間
、10
億
8
9
0
0
万
円
を
限

　 

度
額
と
す
る
。
本
体
工
事
及
び
分
庁
舎
工
事
費
等
）

・
宇
多
津
町
庁
舎
耐
震
等
改
修
事
業
に
関
連
す
る
事
業

   （
平
成
26
年
度
〜
28
年
度
間
、1
億
7
0
0
0
万
円
を
限

    

度
額
と
す
る
。
分
庁
舎
土
地
購
入
費
、
機
材
移
設
費
、

    

引
越
し
費
用
等
）

平
成
26
年
度
宇
多
津
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

                                             

（
93
万
円
）

　
　
　                             

全
会
一
致
で
可
決

宇
多
津
町
健
や
か
子
ど
も
基
金
条
例
の
制
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　                        

　
全
会
一
致
で
可
決

（
要
旨
）
母
子
保
健
及
び
子
育
て
支
援
事
業
の
実
施
に
対
し
、
基
金
を

　
設
置
す
る
。
基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出

　
予
算
で
定
め
る
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
寄
付
さ
れ
た
寄
付
金
は
、
基

　
金
に
積
み
立
て
る
。
５
年
間
は
県
か
ら
の
補
助
金
が
あ
り
、
今
年
度

　
は
450
万
円
で
、
子
育
て
拠
点
の
整
備
な
ど
に
使
う
予
定
で
あ
る
。

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

                                                      

全
会
一
致
で
継
続
審
査

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
歳
出
　
15
億
1
7
0
9
万
円
）

介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
歳
出
　
8
億
4
0
0
3
万
円
）

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
歳
出
　
1
億
4
8
1
1
万
円
）

下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
歳
出
　
9
億
2
9
8
6
万
円
）

は
な
の
森
墓
地
公
苑
整
備
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
歳
出
　
9
9
3
万
円
）

水
道
事
業
会
計
決
算
　
　
　
　    

（
費
用
　
3
億
3
9
7
6
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　      

以
上
全
会
一
致
で
決
算
認
定

一
般
質
問
は

４
ペ
ー
ジ
か
ら
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平
成
25
年
度
決
算

条
例
改
正
等

　

 

平
成
26
年
第
３
回
定
例
会

　
　
・
開
催
期
間
　
　
　
9
月
9
日
〜
18
日

　
　
・
一
般
質
問
　
　
　
9
月
10
日
、
11
日

　
　
・
審
議
内
容
　
　
　
認
定
７
件
　
　
議
案
5
件

                              

同
意
2
件      

諮
問
1
件

                              

陳
情
1
件

主
な
内
容

補
正
予
算

平
成
26
年
度
宇
多
津
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
（
第
２
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　     

（
2
億
8
9
4
8
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　 

全
会
一
致
で
可
決

・
地
域
ケ
ア
会
議
活
用
推
進
事
業
費

　
（
高
齢
者
個
人
に
対
す
る
支
援
の
充
実
と
そ
れ
を

　
　
支
え
る
社
会
基
盤
の
整
備
）

・
健
や
か
子
ど
も
基
金
積
立
金

・
保
育
緊
急
確
保
事
業
費

　
（
私
立
保
育
所
各
園
に
保
育
士
の
処
遇
改
善
）

・
個
別
予
防
接
種
委
託
料

　 （
水
ぼ
う
そ
う
と
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
を
定
期
接
種
）

・
防
災
ラ
ジ
オ
購
入
費

・
広
域
避
難
所
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
委
託
料

・
小
学
校
と
幼
稚
園
の
間
の
道
舗
装
工
事
費

・
幼
稚
園
遊
戯
室
照
明
工
事
費

　
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
取
り
替
え
）

・
町
民
体
育
館
管
理
費

　
（
南
側
に
暗
幕
を
取
り
付
け
る
。
プ
ー
ル
棟
に
火
災
報

　
　
知
器
を
設
置
し
、
職
員
室
へ
直
通
）

・
庁
舎
耐
震
改
修
事
業
費

　
（
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
選
定
委
員
へ
の
報
奨
金
及
び
Ｊ
Ａ
に

　
　
対
す
る
賃
料
等
の
鑑
定
評
価
依
頼
費
）

〈
債
務
負
担
行
為
補
正
追
加
〉

・
宇
多
津
町
庁
舎
耐
震
等
改
修
事
業

　（
平
成
26
年
度
〜
28
年
度
間
、10
億
8
9
0
0
万
円
を
限

　 

度
額
と
す
る
。
本
体
工
事
及
び
分
庁
舎
工
事
費
等
）

・
宇
多
津
町
庁
舎
耐
震
等
改
修
事
業
に
関
連
す
る
事
業

   （
平
成
26
年
度
〜
28
年
度
間
、1
億
7
0
0
0
万
円
を
限

    

度
額
と
す
る
。
分
庁
舎
土
地
購
入
費
、
機
材
移
設
費
、

    

引
越
し
費
用
等
）

平
成
26
年
度
宇
多
津
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

                                             

（
93
万
円
）

　
　
　                             

全
会
一
致
で
可
決

宇
多
津
町
健
や
か
子
ど
も
基
金
条
例
の
制
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　                        

　
全
会
一
致
で
可
決

（
要
旨
）
母
子
保
健
及
び
子
育
て
支
援
事
業
の
実
施
に
対
し
、
基
金
を

　
設
置
す
る
。
基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出

　
予
算
で
定
め
る
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
寄
付
さ
れ
た
寄
付
金
は
、
基

　
金
に
積
み
立
て
る
。
５
年
間
は
県
か
ら
の
補
助
金
が
あ
り
、
今
年
度

　
は
450
万
円
で
、
子
育
て
拠
点
の
整
備
な
ど
に
使
う
予
定
で
あ
る
。

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

                                                      

全
会
一
致
で
継
続
審
査

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
歳
出
　
15
億
1
7
0
9
万
円
）

介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
歳
出
　
8
億
4
0
0
3
万
円
）

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
歳
出
　
1
億
4
8
1
1
万
円
）

下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
歳
出
　
9
億
2
9
8
6
万
円
）

は
な
の
森
墓
地
公
苑
整
備
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
歳
出
　
9
9
3
万
円
）

水
道
事
業
会
計
決
算
　
　
　
　    

（
費
用
　
3
億
3
9
7
6
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　      

以
上
全
会
一
致
で
決
算
認
定

一
般
質
問
は

４
ペ
ー
ジ
か
ら
　



再
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一
般
質
問

一
般
質
問

水
門
改
修

一
般
質
問

一
般
質
問

宇多津町議会だより No.52宇多津町議会だより No.52

問

問

谷
川
町
長

松
井
地
域
整
備
課
長

和
田
生
涯
学
習
課
長

和
田
生
涯
学
習
課
長

藤
原
健
康
増
進
課
長

藤
原
健
康
増
進
課
長

危険な避難所

三
芳
危
機
管
理
課
長

西本  祐子　議員

　
　
平
成
25
年
度
の
三
本
松
大

隅
線
道
路
改
良
工
事
で
、
工
事

に
関
係
な
い
箇
所
に
全
額
町
の

負
担
で
水
門
改
修
が
行
わ
れ
た
。

本
来
な
ら
ば
土
地
改
良
事
業
で

半
額
地
元
負
担
と
す
べ
き
。
実

際
は
個
人
の
要
望
で
議
員
の
口

利
き
が
あ
っ
た
と
聞
く
が
、
経

緯
と
全
額
町
負
担
と
し
た
理
由

を
伺
い
た
い
。

　
台
風
11
号
時
の
警
報
で
５
か

所
の
避
難
所
を
指
定
。
し
か
し
、

平
山
自
治
会
館
と
田
町
の
や
す

ら
ぎ
プ
ラ
ザ
は
土
砂
災
害
警
戒

区
域
内
に
あ
り
、
誘
導
す
れ
ば

住
民
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
に

な
る
。
広
島
市
の
災
害
を
思
え

ば
ゾ
ッ
と
す
る
。
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
事
が
な
ぜ
実
行
さ
れ
た

の
か
。

土
地
改
良
事
業
運
営
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　の
運
用

道
路
工
事
に
よ
る
補
償
工
事
と
し
て
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

／
地
域
整
備
課
長

　
　
小
学
生
の
血
液
検
査
の
結

果
、
本
町
で
は
脂
質
異
常
が
14

％
、
血
糖
値
異
常
が
19
％
と
県

の
平
均
よ
り
高
か
っ
た
。
米
飯

給
食
を
増
や
し
た
り
、
牛
乳
以

外
の
乳
製
品
を
使
う
な
ど
し
て

脂
質
を
抑
え
ら
れ
な
い
の
か
。

さ
ら
に
レ
ア
シ
ュ
ガ
ー
ス
ウ
ィ

ー
ト
を
使
え
ば
、
子
ど
も
の
健

康
と
地
元
企
業
応
援
に
な
る
の

で
は
。

米飯を増やし、希少糖の利用を
米飯給食は増やす方向で検討していきたい。
希少糖は今までどおり食育として利用／生涯学習課長

　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、
町

で
は
週
３
回
の
米
飯
給
食
を
実

施
し
て
い
る
。
米
飯
給
食
を
増

や
す
こ
と
に
よ
り
副
食
と
し
て

多
様
な
献
立
を
立
て
る
こ
と
が

で
き
、
野
菜
を
使
う
料
理
も
増

え
る
こ
と
か
ら
、
前
向
き
に
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
希
少
糖
を
用
い
た
給
食
は

４
月
か
ら
食
育
の
一
環
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
25
年

度
の
道
路
工
事
に
お
い
て
水
門

を
３
か
所
設
置
し
た
。
そ
の
う

　
　
　
　
レ
ア
シ
ュ
ガ
ー
ス
ウ

ィ
ー
ト
の
利
用
を
さ
ら
に
増
や

し
、
他
の
乳
製
品
が
あ
る
時
に

は
牛
乳
は
不
要
な
の
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
牛
乳
は
様

々
な
栄
養
素
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く

含
ま
れ
て
お
り
、
成
長
期
の
子

ど
も
た
ち
に
は
大
変
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
こ
れ
か
ら
も
毎
日
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

高
額
な
不
妊
治
療

再
質
問

　
　
　
　
近
隣
の
市
か
ら
は
出

遅
れ
て
い
る
。
む
し
ろ
多
い
額

を
出
し
て
も
い
い
の
で
は
。

特
定
不
妊
治
療
に

　
　
　
　
　町
独
自
の
助
成
を

町
の
状
況
や
他
市
町
の
動
向
を
見
な
が
ら

　
　
　判
断
し
て
い
き
た
い
／
健
康
増
進
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、
県

内
の
５
市
３
町
が
助
成
事
業
を

行
っ
て
い
る
。
近
隣
の
坂
出
市
、

丸
亀
市
も
助
成
を
行
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
十
分
検
討
し
た

い
。
不
妊
治
療
の
問
題
は
心
の

ケ
ア
も
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
他
の
市
町

は
県
の
助
成
額
に
加
え
て
10
万

円
程
度
を
助
成
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
町
の

状
況
や
他
市
町
の
動
向
を
見
な

が
ら
判
断
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
特
定
不
妊
治
療
に
は
お
金

が
か
か
る
が
、
本
町
で
は
県
か

ら
の
助
成
だ
け
で
あ
る
。
す
で

に
近
隣
の
坂
出
市
や
丸
亀
市
で

は
上
乗
せ
で
市
か
ら
の
助
成
も

行
っ
て
い
る
。
少
子
化
対
策
と

し
て
本
町
で
も
助
成
を
お
願
い

し
た
い
。
ま
た
、
町
独
自
の
助

成
制
度
が
あ
れ
ば
、
相
談
に
も

来
や
す
く
な
る
の
で
は
。

専
門
の
医
師
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
設
置
さ
れ
て
い
る
機
関
で
の

相
談
を
お
勧
め
し
て
い
る
。
高

度
な
相
談
が
必
要
と
思
わ
れ
る

こ
と
か
ら
も
町
は
専
門
的
な
相

談
機
関
の
架
け
橋
と
な
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

災害時避難所の指定
以前災害のなかった避難所を指定／危機管理課長
高潮の危険に対しての対応を行った／町長

月
に
１
回
程
度
の
割
合
で
実
施

し
て
い
る
が
、
希
少
糖
の
利
用

に
つ
い
て
は
賛
否
両
論
あ
り
、

当
面
は
今
ま
で
ど
お
り
食
生
活

を
考
え
る
機
会
と
し
て
使
用
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

陳情者の水田が太陽光発電所に･･･
もう用水は不要？

設置された水門

学校給食

藍川  佳津樹　議員

ち
の
２
か
所
は
当
該
工
事
に
伴

い
、
既
存
の
堰
等
を
撤
去
し
た

こ
と
に
よ
る
機
能
回
復
の
た
め

に
利
害
関
係
者
と
の
協
議
を
行

い
水
門
を
設
置
し
た
も
の
で
あ

り
、
も
う
１
か
所
は
、
当
該
工

事
と
は
関
係
な
い
が
、
地
元
か

ら
要
望
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

以
前
に
道
路
工
事
に
あ
わ
せ
て

工
事
を
行
っ
た
水
路
に
多
少
問

題
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
た
め
、

費
用
対
効
果
も
考
慮
し
た
結
果
、

水
門
を
設
置
し
た
。
元
々
の
道

路
工
事
に
問
題
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
こ
と
が
原
因
で
あ
る
た

め
、
道
路
工
事
に
よ
る
補
償
工

事
と
し
て
設
置
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
気
象
庁
の

説
明
で
は
平
成
16
年
に
到
来
し

た
台
風
16
号
と
同
様
な
コ
ー
ス

と
勢
力
で
、
満
潮
時
に
最
接
近

す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
高
潮
に
よ
る
避
難
と
し

て
台
風
16
号
に
お
い
て
災
害
の

な
か
っ
た
避
難
所
に
て
畳
の
部

屋
の
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
分
館

な
ど
を
暗
く
な
る
前
に
開
設
し

た
。

　
　
　
　
　
今
回
の
台
風
は
、

高
潮
の
危
険
に
対
し
て
の
対
応

を
行
っ
た
。
避
難
所
は
畳
の
部

屋
を
有
す
る
施
設
と
い
う
こ
と

で
対
応
。
「
住
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
」
こ
と
を
第
一
と
し

て
安
全
に
避
難
の
で
き
る
明
る

い
う
ち
に
避
難
所
を
設
定
し
た
。
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般
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一
般
質
問
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問

宇多津町議会だより No.52宇多津町議会だより No.52

問

問

谷
川
町
長

松
井
地
域
整
備
課
長

和
田
生
涯
学
習
課
長

和
田
生
涯
学
習
課
長

藤
原
健
康
増
進
課
長

藤
原
健
康
増
進
課
長

危険な避難所

三
芳
危
機
管
理
課
長

西本  祐子　議員

　
　
平
成
25
年
度
の
三
本
松
大

隅
線
道
路
改
良
工
事
で
、
工
事

に
関
係
な
い
箇
所
に
全
額
町
の

負
担
で
水
門
改
修
が
行
わ
れ
た
。

本
来
な
ら
ば
土
地
改
良
事
業
で

半
額
地
元
負
担
と
す
べ
き
。
実

際
は
個
人
の
要
望
で
議
員
の
口

利
き
が
あ
っ
た
と
聞
く
が
、
経

緯
と
全
額
町
負
担
と
し
た
理
由

を
伺
い
た
い
。

　
台
風
11
号
時
の
警
報
で
５
か

所
の
避
難
所
を
指
定
。
し
か
し
、

平
山
自
治
会
館
と
田
町
の
や
す

ら
ぎ
プ
ラ
ザ
は
土
砂
災
害
警
戒

区
域
内
に
あ
り
、
誘
導
す
れ
ば

住
民
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
に

な
る
。
広
島
市
の
災
害
を
思
え

ば
ゾ
ッ
と
す
る
。
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
事
が
な
ぜ
実
行
さ
れ
た

の
か
。

土
地
改
良
事
業
運
営
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　の
運
用

道
路
工
事
に
よ
る
補
償
工
事
と
し
て
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

／
地
域
整
備
課
長

　
　
小
学
生
の
血
液
検
査
の
結

果
、
本
町
で
は
脂
質
異
常
が
14

％
、
血
糖
値
異
常
が
19
％
と
県

の
平
均
よ
り
高
か
っ
た
。
米
飯

給
食
を
増
や
し
た
り
、
牛
乳
以

外
の
乳
製
品
を
使
う
な
ど
し
て

脂
質
を
抑
え
ら
れ
な
い
の
か
。

さ
ら
に
レ
ア
シ
ュ
ガ
ー
ス
ウ
ィ

ー
ト
を
使
え
ば
、
子
ど
も
の
健

康
と
地
元
企
業
応
援
に
な
る
の

で
は
。

米飯を増やし、希少糖の利用を
米飯給食は増やす方向で検討していきたい。
希少糖は今までどおり食育として利用／生涯学習課長

　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、
町

で
は
週
３
回
の
米
飯
給
食
を
実

施
し
て
い
る
。
米
飯
給
食
を
増

や
す
こ
と
に
よ
り
副
食
と
し
て

多
様
な
献
立
を
立
て
る
こ
と
が

で
き
、
野
菜
を
使
う
料
理
も
増

え
る
こ
と
か
ら
、
前
向
き
に
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
希
少
糖
を
用
い
た
給
食
は

４
月
か
ら
食
育
の
一
環
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
25
年

度
の
道
路
工
事
に
お
い
て
水
門

を
３
か
所
設
置
し
た
。
そ
の
う

　
　
　
　
レ
ア
シ
ュ
ガ
ー
ス
ウ

ィ
ー
ト
の
利
用
を
さ
ら
に
増
や

し
、
他
の
乳
製
品
が
あ
る
時
に

は
牛
乳
は
不
要
な
の
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
牛
乳
は
様

々
な
栄
養
素
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く

含
ま
れ
て
お
り
、
成
長
期
の
子

ど
も
た
ち
に
は
大
変
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
こ
れ
か
ら
も
毎
日
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

高
額
な
不
妊
治
療

再
質
問

　
　
　
　
近
隣
の
市
か
ら
は
出

遅
れ
て
い
る
。
む
し
ろ
多
い
額

を
出
し
て
も
い
い
の
で
は
。

特
定
不
妊
治
療
に

　
　
　
　
　町
独
自
の
助
成
を

町
の
状
況
や
他
市
町
の
動
向
を
見
な
が
ら

　
　
　判
断
し
て
い
き
た
い
／
健
康
増
進
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、
県

内
の
５
市
３
町
が
助
成
事
業
を

行
っ
て
い
る
。
近
隣
の
坂
出
市
、

丸
亀
市
も
助
成
を
行
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
十
分
検
討
し
た

い
。
不
妊
治
療
の
問
題
は
心
の

ケ
ア
も
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
他
の
市
町

は
県
の
助
成
額
に
加
え
て
10
万

円
程
度
を
助
成
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
町
の

状
況
や
他
市
町
の
動
向
を
見
な

が
ら
判
断
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
特
定
不
妊
治
療
に
は
お
金

が
か
か
る
が
、
本
町
で
は
県
か

ら
の
助
成
だ
け
で
あ
る
。
す
で

に
近
隣
の
坂
出
市
や
丸
亀
市
で

は
上
乗
せ
で
市
か
ら
の
助
成
も

行
っ
て
い
る
。
少
子
化
対
策
と

し
て
本
町
で
も
助
成
を
お
願
い

し
た
い
。
ま
た
、
町
独
自
の
助

成
制
度
が
あ
れ
ば
、
相
談
に
も

来
や
す
く
な
る
の
で
は
。

専
門
の
医
師
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
設
置
さ
れ
て
い
る
機
関
で
の

相
談
を
お
勧
め
し
て
い
る
。
高

度
な
相
談
が
必
要
と
思
わ
れ
る

こ
と
か
ら
も
町
は
専
門
的
な
相

談
機
関
の
架
け
橋
と
な
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

災害時避難所の指定
以前災害のなかった避難所を指定／危機管理課長
高潮の危険に対しての対応を行った／町長

月
に
１
回
程
度
の
割
合
で
実
施

し
て
い
る
が
、
希
少
糖
の
利
用

に
つ
い
て
は
賛
否
両
論
あ
り
、

当
面
は
今
ま
で
ど
お
り
食
生
活

を
考
え
る
機
会
と
し
て
使
用
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

陳情者の水田が太陽光発電所に･･･
もう用水は不要？

設置された水門

学校給食

藍川  佳津樹　議員

ち
の
２
か
所
は
当
該
工
事
に
伴

い
、
既
存
の
堰
等
を
撤
去
し
た

こ
と
に
よ
る
機
能
回
復
の
た
め

に
利
害
関
係
者
と
の
協
議
を
行

い
水
門
を
設
置
し
た
も
の
で
あ

り
、
も
う
１
か
所
は
、
当
該
工

事
と
は
関
係
な
い
が
、
地
元
か

ら
要
望
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

以
前
に
道
路
工
事
に
あ
わ
せ
て

工
事
を
行
っ
た
水
路
に
多
少
問

題
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
た
め
、

費
用
対
効
果
も
考
慮
し
た
結
果
、

水
門
を
設
置
し
た
。
元
々
の
道

路
工
事
に
問
題
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
こ
と
が
原
因
で
あ
る
た

め
、
道
路
工
事
に
よ
る
補
償
工

事
と
し
て
設
置
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
気
象
庁
の

説
明
で
は
平
成
16
年
に
到
来
し

た
台
風
16
号
と
同
様
な
コ
ー
ス

と
勢
力
で
、
満
潮
時
に
最
接
近

す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
高
潮
に
よ
る
避
難
と
し

て
台
風
16
号
に
お
い
て
災
害
の

な
か
っ
た
避
難
所
に
て
畳
の
部

屋
の
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
分
館

な
ど
を
暗
く
な
る
前
に
開
設
し

た
。

　
　
　
　
　
今
回
の
台
風
は
、

高
潮
の
危
険
に
対
し
て
の
対
応

を
行
っ
た
。
避
難
所
は
畳
の
部

屋
を
有
す
る
施
設
と
い
う
こ
と

で
対
応
。
「
住
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
」
こ
と
を
第
一
と
し

て
安
全
に
避
難
の
で
き
る
明
る

い
う
ち
に
避
難
所
を
設
定
し
た
。
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問

問

問

三
芳
危
機
管
理
課
長

山
下
教
育
次
長

谷
川
町
長

三
芳
危
機
管
理
課
長

　
　
平
成
26
年
度
か
ら
10
年
間

で
健
康
福
祉
の
町
、
生
活
基
盤

の
整
っ
た
町
、
子
育
て
教
育
な

ど
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標

を
掲
げ
て
い
る
が
、
目
玉
は
何

を
お
考
え
か
。
そ
れ
に
と
も
な

い
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

３
名
の
関
わ
り
は
ど
の
よ
う
に

考
え
る
の
か
。

　
　
近
年
、
い
た
る
と
こ
ろ
で

想
定
外
の
猛
烈
な
雨
が
記
録
さ

れ
、
大
き
な
災
害
が
発
生
し
、

犠
牲
者
が
出
て
い
る
。

　
消
防
団
員
は
危
険
を
回
避
し

な
が
ら
懸
命
な
活
動
を
行
い

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
と
使
命
感
」

で
地
域
防
災
の
中
核
的
存
在
で

あ
る
。

　
活
動
し
や
す
い
環
境
整
備
が

重
要
で
あ
る
が
、
そ
の
方
策
は
。

　
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
携
帯

電
話
の
長
時
間
使
用
に
よ
る
健

康
や
学
力
の
低
下
な
ど
の
悪
影

響
、
さ
ら
に
は
犯
罪
の
温
床
に

も
な
る
な
ど
大
き
な
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
る
。

　
防
止
す
る
た
め
に
は
、
学
校

と
保
護
者
と
の
連
携
や
使
用
ル

ー
ル
づ
く
り
が
重
要
だ
が
、
そ

の
実
状
と
対
応
策
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
の
か
。

消防団員の活動助成と
　　　　　減員対応策を求める

宇
多
津
町
総
合
計
画

　
　
　に
つ
い
て
伺
い
た
い

青
少
年
を
ス
マ
ホ
弊
害
か
ら
守
る
対
策

２
つ
の
視
点
を
柱
に

実
施
計
画
に
入
る
と
こ
ろ
で
あ
る
／
町
長

利
用
の
ル
ー
ル
を
家
庭
で
決
め
る
よ
う

保
護
者
に
働
き
か
け
て
い
る
／
教
育
次
長

消防団員の確保が最重要課題／危機管理課長

問　
　
　
　
　
　
　
　
　
車
で
避

難
す
る
方
が
多
く
な
る
と
渋
滞

が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま

た
道
路
の
冠
水
に
よ
る
エ
ン
ジ

ン
の
停
止
に
よ
り
約
30
㌢
の
水

深
で
も
動
け
な
く
な
る
恐
れ
が

あ
り
、
人
命
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
も
あ
り
う
る
。
避
難
中
に

路
上
に
車
両
が
放
置
さ
れ
て
い

れ
ば
緊
急
車
両
の
運
行
の
妨
げ

に
も
な
る
。

　
本
町
は
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
で

あ
り
、
原
則
と
し
て
避
難
は
徒

歩
で
と
考
え
て
い
る
た
め
車
両

　
　
　
　
　
住
民
の
意
識
改
革

に
よ
る
地
域
力
の
強
化
、
各
地

域
の
特
色
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
２
つ
の
視
点
を
柱
に
実

施
計
画
に
入
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
の
結
果
や

　
　
今
年
８
月
の
台
風
11
号
で

開
設
し
た
避
難
場
所
は
５
か
所
。

高
潮
警
報
が
出
た
場
合
も
同
じ

所
が
開
放
さ
れ
る
と
思
う
が
、

住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
意

味
で
も
車
両
避
難
場
所
を
設
置

す
る
の
は
可
能
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
消
防

団
条
例
に
よ
れ
ば
定
数
は
108
名

と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在

の
団
員
数
は
91
名
と
定
数
に
達

し
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
消

防
団
員
の
確
保
が
最
重
要
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
状
況
を

踏
ま
え
て
消
防
団
員
に
よ
る
団

員
の
勧
誘
活
動
、
町
内
公
共
施

設
へ
の
消
防
団
員
募
集
ポ
ス
タ

ー
の
掲
示
、
９
月
広
報
に
て
消

防
団
員
募
集
の
記
事
の
掲
載
な

　
　
　
　
　
　
　
全
学
校
が
原

則
と
し
て
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
持
ち
込
み
を
禁
止

し
て
お
り
、
や
む
を
え
な
い
事

情
に
よ
り
学
校
が
認
め
た
者
だ

け
持
ち
込
み
を
許
可
し
て
い
る

が
、
校
内
で
は
学
校
が
一
時
的

に
預
か
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
利
用
の
ル
ー
ル
を
家
庭

で
決
め
る
よ
う
保
護
者
に
働
き

か
け
て
お
り
、
家
庭
と
学
校
が

協
議
す
る
な
ど
連
携
を
と
っ
て

い
る
。
教
育
委
員
会
が
ル
ー
ル

を
決
め
る
か
ど
う
か
は
今
後
検

討
し
て
い
く
課
題
に
な
る
が
、

使
用
す
る
の
は
家
庭
も
し
く
は

校
外
で
あ
り
、
家
庭
で
決
め
て

も
ら
う
こ
と
が
基
本
だ
と
考
え

て
い
る
。

濵中  保夫　議員柴村  賢三　議員
町
総
合
計
画
審
議
会
の
答
申
を

参
考
に
、
そ
れ
ら
を
反
映
で
き

る
よ
う
努
力
し
た
い
。

　
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

３
名
と
の
関
わ
り
と
し
て
濱
野

年
宏
氏
に
は
今
年
２
月
に
開
催

し
た  

Ａ
ｒ
ｔ  

Ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ

２
０
１
４ 

に
協
力
い
た
だ
き
、

中
川
恵
一
氏
に
は
中
学
生
の
授

業
や
一
般
の
方
へ
の
講
演
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
樋
渡

啓
祐
氏
に
は
去
年
、
今
年
と
ま

ち
づ
く
り
講
演
会
を
本
町
に
て

実
施
し
て
い
た
だ
い
た
。
今
後

も
ま
ち
づ
く
り
へ
の
助
言
を
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

の
退
避
場
所
に
つ
い
て
は
考
え

て
い
な
い
。
た
だ
、
現
在
で
も

大
規
模
災
害
を
除
い
て
車
で
の

避
難
も
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、

状
況
に
応
じ
て
判
断
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

ど
を
行
っ
て
い
る
が
団
員
の
増

加
に
は
繋
が
っ
て
い
な
い
。
消

防
団
と
力
を
合
わ
せ
て
団
員
確

保
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
環
境
の
整
備
の
ひ
と
つ

と
し
て
平
成
24
年
に
出
勤
手
当

を
上
げ
た
経
緯
が
あ
り
、
近
隣

の
状
況
を
見
な
が
ら
考
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

　
　
　
　
団
員
の
確
保
と
し
て

「
消
防
団
協
力
事
業
制
度
」
な

ど
を
活
用
し
、
社
会
貢
献
企
業

と
し
て
消
防
活
動
の
理
解
と
協

力
を
求
め
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

見学者も多い1月の消防出初式

車両が近くの立体駐車場に退避できれば安心だが・・・。
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問

問

問

三
芳
危
機
管
理
課
長

山
下
教
育
次
長

谷
川
町
長

三
芳
危
機
管
理
課
長

　
　
平
成
26
年
度
か
ら
10
年
間

で
健
康
福
祉
の
町
、
生
活
基
盤

の
整
っ
た
町
、
子
育
て
教
育
な

ど
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標

を
掲
げ
て
い
る
が
、
目
玉
は
何

を
お
考
え
か
。
そ
れ
に
と
も
な

い
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

３
名
の
関
わ
り
は
ど
の
よ
う
に

考
え
る
の
か
。

　
　
近
年
、
い
た
る
と
こ
ろ
で

想
定
外
の
猛
烈
な
雨
が
記
録
さ

れ
、
大
き
な
災
害
が
発
生
し
、

犠
牲
者
が
出
て
い
る
。

　
消
防
団
員
は
危
険
を
回
避
し

な
が
ら
懸
命
な
活
動
を
行
い

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
と
使
命
感
」

で
地
域
防
災
の
中
核
的
存
在
で

あ
る
。

　
活
動
し
や
す
い
環
境
整
備
が

重
要
で
あ
る
が
、
そ
の
方
策
は
。

　
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
携
帯

電
話
の
長
時
間
使
用
に
よ
る
健

康
や
学
力
の
低
下
な
ど
の
悪
影

響
、
さ
ら
に
は
犯
罪
の
温
床
に

も
な
る
な
ど
大
き
な
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
る
。

　
防
止
す
る
た
め
に
は
、
学
校

と
保
護
者
と
の
連
携
や
使
用
ル

ー
ル
づ
く
り
が
重
要
だ
が
、
そ

の
実
状
と
対
応
策
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
の
か
。

消防団員の活動助成と
　　　　　減員対応策を求める

宇
多
津
町
総
合
計
画

　
　
　に
つ
い
て
伺
い
た
い

青
少
年
を
ス
マ
ホ
弊
害
か
ら
守
る
対
策

２
つ
の
視
点
を
柱
に

実
施
計
画
に
入
る
と
こ
ろ
で
あ
る
／
町
長

利
用
の
ル
ー
ル
を
家
庭
で
決
め
る
よ
う

保
護
者
に
働
き
か
け
て
い
る
／
教
育
次
長

消防団員の確保が最重要課題／危機管理課長

問　
　
　
　
　
　
　
　
　
車
で
避

難
す
る
方
が
多
く
な
る
と
渋
滞

が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま

た
道
路
の
冠
水
に
よ
る
エ
ン
ジ

ン
の
停
止
に
よ
り
約
30
㌢
の
水

深
で
も
動
け
な
く
な
る
恐
れ
が

あ
り
、
人
命
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
も
あ
り
う
る
。
避
難
中
に

路
上
に
車
両
が
放
置
さ
れ
て
い

れ
ば
緊
急
車
両
の
運
行
の
妨
げ

に
も
な
る
。

　
本
町
は
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
で

あ
り
、
原
則
と
し
て
避
難
は
徒

歩
で
と
考
え
て
い
る
た
め
車
両

　
　
　
　
　
住
民
の
意
識
改
革

に
よ
る
地
域
力
の
強
化
、
各
地

域
の
特
色
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
２
つ
の
視
点
を
柱
に
実

施
計
画
に
入
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
の
結
果
や

　
　
今
年
８
月
の
台
風
11
号
で

開
設
し
た
避
難
場
所
は
５
か
所
。

高
潮
警
報
が
出
た
場
合
も
同
じ

所
が
開
放
さ
れ
る
と
思
う
が
、

住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
意

味
で
も
車
両
避
難
場
所
を
設
置

す
る
の
は
可
能
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
消
防

団
条
例
に
よ
れ
ば
定
数
は
108
名

と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在

の
団
員
数
は
91
名
と
定
数
に
達

し
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
消

防
団
員
の
確
保
が
最
重
要
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
状
況
を

踏
ま
え
て
消
防
団
員
に
よ
る
団

員
の
勧
誘
活
動
、
町
内
公
共
施

設
へ
の
消
防
団
員
募
集
ポ
ス
タ

ー
の
掲
示
、
９
月
広
報
に
て
消

防
団
員
募
集
の
記
事
の
掲
載
な

　
　
　
　
　
　
　
全
学
校
が
原

則
と
し
て
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
持
ち
込
み
を
禁
止

し
て
お
り
、
や
む
を
え
な
い
事

情
に
よ
り
学
校
が
認
め
た
者
だ

け
持
ち
込
み
を
許
可
し
て
い
る

が
、
校
内
で
は
学
校
が
一
時
的

に
預
か
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
利
用
の
ル
ー
ル
を
家
庭

で
決
め
る
よ
う
保
護
者
に
働
き

か
け
て
お
り
、
家
庭
と
学
校
が

協
議
す
る
な
ど
連
携
を
と
っ
て

い
る
。
教
育
委
員
会
が
ル
ー
ル

を
決
め
る
か
ど
う
か
は
今
後
検

討
し
て
い
く
課
題
に
な
る
が
、

使
用
す
る
の
は
家
庭
も
し
く
は

校
外
で
あ
り
、
家
庭
で
決
め
て

も
ら
う
こ
と
が
基
本
だ
と
考
え

て
い
る
。

濵中  保夫　議員柴村  賢三　議員
町
総
合
計
画
審
議
会
の
答
申
を

参
考
に
、
そ
れ
ら
を
反
映
で
き

る
よ
う
努
力
し
た
い
。

　
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

３
名
と
の
関
わ
り
と
し
て
濱
野

年
宏
氏
に
は
今
年
２
月
に
開
催

し
た  

Ａ
ｒ
ｔ  

Ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ

２
０
１
４ 

に
協
力
い
た
だ
き
、

中
川
恵
一
氏
に
は
中
学
生
の
授

業
や
一
般
の
方
へ
の
講
演
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
樋
渡

啓
祐
氏
に
は
去
年
、
今
年
と
ま

ち
づ
く
り
講
演
会
を
本
町
に
て

実
施
し
て
い
た
だ
い
た
。
今
後

も
ま
ち
づ
く
り
へ
の
助
言
を
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

の
退
避
場
所
に
つ
い
て
は
考
え

て
い
な
い
。
た
だ
、
現
在
で
も

大
規
模
災
害
を
除
い
て
車
で
の

避
難
も
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、

状
況
に
応
じ
て
判
断
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

ど
を
行
っ
て
い
る
が
団
員
の
増

加
に
は
繋
が
っ
て
い
な
い
。
消

防
団
と
力
を
合
わ
せ
て
団
員
確

保
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
環
境
の
整
備
の
ひ
と
つ

と
し
て
平
成
24
年
に
出
勤
手
当

を
上
げ
た
経
緯
が
あ
り
、
近
隣

の
状
況
を
見
な
が
ら
考
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

　
　
　
　
団
員
の
確
保
と
し
て

「
消
防
団
協
力
事
業
制
度
」
な

ど
を
活
用
し
、
社
会
貢
献
企
業

と
し
て
消
防
活
動
の
理
解
と
協

力
を
求
め
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

見学者も多い1月の消防出初式

車両が近くの立体駐車場に退避できれば安心だが・・・。



再
質
問
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

南
部
地
域
へ
公
園
設
置

災害対策に自治会加入

暗い駅前広場

松
井
地
域
整
備
課
長

谷
川
町
長

宇多津町議会だより No.52宇多津町議会だより No.52

問

問松
井
地
域
整
備
課
長

三
芳
危
機
管
理
課
長

松
井
地
域
整
備
課
長

松
井
地
域
整
備
課
長

量
販
店
で
の
投
票

問亀
井
総
務
課
長

集中豪雨と災害時の安全対策

宇多津駅周辺の照明が暗いのでは

田
町
・
大
門
・
長
縄
手
を
含
む

　
　
　
　南
部
に
公
園
設
置
を

公
共
用
地
の
跡
地
利
用
を
念
頭
に
お
い
て

公
園
の
設
置
を
検
討
し
た
い
／
地
域
整
備
課
長

指導、啓発に努めている／危機管理課長
もう少し詳細な調査の必要も考えている／地域整備課長
自治会加入促進に鋭意努力していきたい／町長

基準に準じた設置をしている。
まずは、早急に高木剪定を／地域整備課長

　
　
　
　
　
災
害
時
に
お
い
て

自
治
会
組
織
、
自
主
防
災
組
織

は
非
常
に
重
要
で
あ
る
が
、
本

町
の
自
治
会
加
入
率
は
非
常
に

低
い
。
そ
こ
で
自
治
会
連
合
会

の
役
員
に
お
願
い
し
、
自
治
会

だ
よ
り
を
発
行
す
る
な
ど
、
加

入
促
進
に
当
た
っ
て
い
る
。
今

後
と
も
鋭
意
努
力
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
多
津

駅
前
広
場
が
暗
い
印
象
の
一
因

は
、
防
犯
効
果
の
た
め
照
明
の

色
が
ブ
ル
ー
で
あ
る
た
め
で
照

明
器
具
数
と
し
て
は
不
足
し
て

い
な
い
と
考
え
て
い
る
。
町
道

宇
多
津
駅
南
口
線
に
つ
い
て
は

高
木
の
枝
、
葉
っ
ぱ
に
よ
り
暗

く
感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
横

断
歩
道
の
照
明
は
国
土
交
通
省

の
道
路
照
明
施
設
設
置
基
準
に

準
じ
た
設
置
を
し
て
お
り
、
新

た
に
照
明
を
設
置
す
る
考
え
は

な
い
。
ま
ず
は
、
早
急
に
高
木

剪
定
を
行
い
た
い
。

夜になると暗くなる駅前周辺

池田  弘昌　議員 宮本　隆　議員

　
　
南
部
地
域
は
宅
地
分
譲
に

よ
り
戸
建
住
宅
が
増
加
し
、
そ

れ
に
と
も
な
い
子
ど
も
も
増
え

て
い
る
。
し
か
し
子
ど
も
が
安

全
に
安
心
し
て
遊
ぶ
公
園
が
な

い
。
今
後
も
南
部
は
定
住
人
口

が
増
加
し
子
ど
も
が
増
加
す
る
。

　
南
部
地
域
に
子
ど
も
達
が
遊

べ
る
公
園
の
新
設
を
、
再
度
お

願
い
し
た
い
。

　
　
住
民
の
人
か
ら
駅
前
が
暗

い
と
い
う
意
見
を
よ
く
お
聞
き

す
る
。
郵
便
局
の
交
差
点
か
ら

サ
ン
ル
ー
ト
ま
で
の
道
路
や
歩

道
、
駅
前
広
場
や
駐
車
場
な
ど

が
暗
い
よ
う
に
感
じ
る
。
町
の

顔
で
あ
る
宇
多
津
駅
、
そ
の
周

辺
で
の
事
故
防
止
や
防
犯
対
策

に
も
つ
な
が
る
の
で
、
今
よ
り

照
明
を
明
る
く
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
南
部

地
域
で
は
市
街
化
調
整
区
域
か

ら
外
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
長
縄

手
地
区
や
津
の
郷
地
区
に
お
い

て
宅
地
分
譲
に
よ
る
戸
建
住
宅

が
増
加
し
て
い
る
。
定
住
人
口

も
増
加
し
て
町
と
し
て
も
喜
ば

し
い
こ
と
で
あ
る
。
現
状
況
を

踏
ま
え
る
と
、
今
後
に
お
い
て

は
南
部
地
区
に
お
い
て
公
園
の

設
置
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
現
在
公

共
用
地
と
し
て
未
利
用
地
の
と

こ
ろ
は
な
い
が
、
用
途
廃
止
を

検
討
し
て
い
く
施
設
も
あ
り
、

公
共
用
地
の
跡
地
利
用
を
念
頭

に
お
い
て
公
園
の
設
置
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
高
木
は
ど
う
し
て
も

茂
る
の
で
高
木
の
所
に
、
フ
ッ

ト
ラ
イ
ト
柱
か
埋
め
込
み
型
の

照
明
を
歩
道
に
設
置
し
て
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
予
算
等
も

関
係
し
て
く
る
が
、
駅
前
は
宇

多
津
町
の
顔
で
あ
る
こ
と
も
考

慮
し
つ
つ
再
度
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

再
質
問

　
　
　
　
地
震
に
備
え
て
家
具

類
の
転
倒
、
落
下
防
止
対
策
に

も
指
導
、
啓
発
を
。
ま
た
、
多

様
な
自
然
災
害
に
改
め
て
安
全

指
導
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
具
の

転
倒
防
止
対
策
は
少
な
い
費
用

と
労
力
で
で
き
る
も
の
で
あ
り
、

防
災
講
演
会
や
防
災
訓
練
・
講

習
会
、
広
報
で
の
周
知
を
行
っ

た
り
し
て
指
導
、
啓
発
に
努
め

て
い
る
。

　
　
広
島
で
の
災
害
を
受
け
て

町
内
急
傾
斜
地
の
再
点
検
を
し

て
は
。
避
難
場
所
や
避
難
経
路

な
ど
、
自
治
会
組
織
の
あ
る
と

こ
ろ
で
は
、
避
難
訓
練
な
ど
を

通
じ
て
各
自
に
浸
透
さ
れ
て
い

る
が
、
新
興
住
宅
地
や
、
自
治

会
に
加
入
し
て
い
な
い
世
帯
へ

の
、
指
導
や
自
治
会
へ
の
加
入

を
促
進
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
毎
年
５

月
に
簡
易
で
は
あ
る
が
急
傾
斜

地
の
点
検
を
行
い
、
国
や
県
に

報
告
し
て
い
る
。
今
後
は
集
中

豪
雨
等
も
念
頭
に
置
き
、
も
う

少
し
詳
細
な
調
査
の
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

投
票
率
の
向
上
を

量
販
店
で
の
期
日
前
投
票
に
つ
い
て
は

現
段
階
で
取
り
組
む
予
定
は
な
い
／
総
務
課
長

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
に

町
で
は
、
よ
り
多
く
の
有
権
者

に
投
票
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
配
慮
し

た
施
設
や
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ

る
場
所
に
投
票
所
を
指
定
し
た

　
　
知
事
選
挙
の
投
票
率
が
、

33
． ６
％
だ
っ
た
。
今
回
の
選

挙
で
は
、
初
め
て
の
取
り
組
み

と
し
て
量
販
店
で
の
期
日
前
投

票
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
期
日
前

投
票
は
多
く
の
有
権
者
が
利
用

し
た
よ
う
だ
。
来
年
の
統
一
地

方
選
挙
で
は
、
町
で
も
取
り
入

れ
て
、
投
票
率
の
向
上
に
つ
な

げ
て
み
て
は
ど
う
か
。

り
、
選
挙
公
報
の
全
戸
配
布
を

行
っ
た
り
し
て
き
た
。

　
提
案
の
あ
っ
た
量
販
店
で
の

期
日
前
投
票
に
つ
い
て
は
、
電

算
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
は
じ
め
、

投
票
場
所
の
確
保
、
人
員
の
増

員
な
ど
が
必
要
と
な
る
た
め
、

現
段
階
で
取
り
組
む
予
定
は
な

い
。

　
な
お
、
総
務
省
が
投
票
率
ア

ッ
プ
に
向
け
、
住
ん
で
い
る
市

区
町
村
内
の
投
票
所
を
自
由
に

選
べ
る
制
度
や
投
票
時
間
の
延

長
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
り
、
町
と
し
て
も

国
の
動
向
を
注
視
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
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質
問

南
部
地
域
へ
公
園
設
置

災害対策に自治会加入

暗い駅前広場

松
井
地
域
整
備
課
長

谷
川
町
長

宇多津町議会だより No.52宇多津町議会だより No.52

問

問松
井
地
域
整
備
課
長

三
芳
危
機
管
理
課
長

松
井
地
域
整
備
課
長

松
井
地
域
整
備
課
長

量
販
店
で
の
投
票

問亀
井
総
務
課
長

集中豪雨と災害時の安全対策

宇多津駅周辺の照明が暗いのでは

田
町
・
大
門
・
長
縄
手
を
含
む

　
　
　
　南
部
に
公
園
設
置
を

公
共
用
地
の
跡
地
利
用
を
念
頭
に
お
い
て

公
園
の
設
置
を
検
討
し
た
い
／
地
域
整
備
課
長

指導、啓発に努めている／危機管理課長
もう少し詳細な調査の必要も考えている／地域整備課長
自治会加入促進に鋭意努力していきたい／町長

基準に準じた設置をしている。
まずは、早急に高木剪定を／地域整備課長

　
　
　
　
　
災
害
時
に
お
い
て

自
治
会
組
織
、
自
主
防
災
組
織

は
非
常
に
重
要
で
あ
る
が
、
本

町
の
自
治
会
加
入
率
は
非
常
に

低
い
。
そ
こ
で
自
治
会
連
合
会

の
役
員
に
お
願
い
し
、
自
治
会

だ
よ
り
を
発
行
す
る
な
ど
、
加

入
促
進
に
当
た
っ
て
い
る
。
今

後
と
も
鋭
意
努
力
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
多
津

駅
前
広
場
が
暗
い
印
象
の
一
因

は
、
防
犯
効
果
の
た
め
照
明
の

色
が
ブ
ル
ー
で
あ
る
た
め
で
照

明
器
具
数
と
し
て
は
不
足
し
て

い
な
い
と
考
え
て
い
る
。
町
道

宇
多
津
駅
南
口
線
に
つ
い
て
は

高
木
の
枝
、
葉
っ
ぱ
に
よ
り
暗

く
感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
横

断
歩
道
の
照
明
は
国
土
交
通
省

の
道
路
照
明
施
設
設
置
基
準
に

準
じ
た
設
置
を
し
て
お
り
、
新

た
に
照
明
を
設
置
す
る
考
え
は

な
い
。
ま
ず
は
、
早
急
に
高
木

剪
定
を
行
い
た
い
。

夜になると暗くなる駅前周辺

池田  弘昌　議員 宮本　隆　議員

　
　
南
部
地
域
は
宅
地
分
譲
に

よ
り
戸
建
住
宅
が
増
加
し
、
そ

れ
に
と
も
な
い
子
ど
も
も
増
え

て
い
る
。
し
か
し
子
ど
も
が
安

全
に
安
心
し
て
遊
ぶ
公
園
が
な

い
。
今
後
も
南
部
は
定
住
人
口

が
増
加
し
子
ど
も
が
増
加
す
る
。

　
南
部
地
域
に
子
ど
も
達
が
遊

べ
る
公
園
の
新
設
を
、
再
度
お

願
い
し
た
い
。

　
　
住
民
の
人
か
ら
駅
前
が
暗

い
と
い
う
意
見
を
よ
く
お
聞
き

す
る
。
郵
便
局
の
交
差
点
か
ら

サ
ン
ル
ー
ト
ま
で
の
道
路
や
歩

道
、
駅
前
広
場
や
駐
車
場
な
ど

が
暗
い
よ
う
に
感
じ
る
。
町
の

顔
で
あ
る
宇
多
津
駅
、
そ
の
周

辺
で
の
事
故
防
止
や
防
犯
対
策

に
も
つ
な
が
る
の
で
、
今
よ
り

照
明
を
明
る
く
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
南
部

地
域
で
は
市
街
化
調
整
区
域
か

ら
外
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
長
縄

手
地
区
や
津
の
郷
地
区
に
お
い

て
宅
地
分
譲
に
よ
る
戸
建
住
宅

が
増
加
し
て
い
る
。
定
住
人
口

も
増
加
し
て
町
と
し
て
も
喜
ば

し
い
こ
と
で
あ
る
。
現
状
況
を

踏
ま
え
る
と
、
今
後
に
お
い
て

は
南
部
地
区
に
お
い
て
公
園
の

設
置
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
現
在
公

共
用
地
と
し
て
未
利
用
地
の
と

こ
ろ
は
な
い
が
、
用
途
廃
止
を

検
討
し
て
い
く
施
設
も
あ
り
、

公
共
用
地
の
跡
地
利
用
を
念
頭

に
お
い
て
公
園
の
設
置
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
高
木
は
ど
う
し
て
も

茂
る
の
で
高
木
の
所
に
、
フ
ッ

ト
ラ
イ
ト
柱
か
埋
め
込
み
型
の

照
明
を
歩
道
に
設
置
し
て
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
予
算
等
も

関
係
し
て
く
る
が
、
駅
前
は
宇

多
津
町
の
顔
で
あ
る
こ
と
も
考

慮
し
つ
つ
再
度
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

再
質
問

　
　
　
　
地
震
に
備
え
て
家
具

類
の
転
倒
、
落
下
防
止
対
策
に

も
指
導
、
啓
発
を
。
ま
た
、
多

様
な
自
然
災
害
に
改
め
て
安
全

指
導
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
具
の

転
倒
防
止
対
策
は
少
な
い
費
用

と
労
力
で
で
き
る
も
の
で
あ
り
、

防
災
講
演
会
や
防
災
訓
練
・
講

習
会
、
広
報
で
の
周
知
を
行
っ

た
り
し
て
指
導
、
啓
発
に
努
め

て
い
る
。

　
　
広
島
で
の
災
害
を
受
け
て

町
内
急
傾
斜
地
の
再
点
検
を
し

て
は
。
避
難
場
所
や
避
難
経
路

な
ど
、
自
治
会
組
織
の
あ
る
と

こ
ろ
で
は
、
避
難
訓
練
な
ど
を

通
じ
て
各
自
に
浸
透
さ
れ
て
い

る
が
、
新
興
住
宅
地
や
、
自
治

会
に
加
入
し
て
い
な
い
世
帯
へ

の
、
指
導
や
自
治
会
へ
の
加
入

を
促
進
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
毎
年
５

月
に
簡
易
で
は
あ
る
が
急
傾
斜

地
の
点
検
を
行
い
、
国
や
県
に

報
告
し
て
い
る
。
今
後
は
集
中

豪
雨
等
も
念
頭
に
置
き
、
も
う

少
し
詳
細
な
調
査
の
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

投
票
率
の
向
上
を

量
販
店
で
の
期
日
前
投
票
に
つ
い
て
は

現
段
階
で
取
り
組
む
予
定
は
な
い
／
総
務
課
長

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
に

町
で
は
、
よ
り
多
く
の
有
権
者

に
投
票
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
配
慮
し

た
施
設
や
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ

る
場
所
に
投
票
所
を
指
定
し
た

　
　
知
事
選
挙
の
投
票
率
が
、

33
． ６
％
だ
っ
た
。
今
回
の
選

挙
で
は
、
初
め
て
の
取
り
組
み

と
し
て
量
販
店
で
の
期
日
前
投

票
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
期
日
前

投
票
は
多
く
の
有
権
者
が
利
用

し
た
よ
う
だ
。
来
年
の
統
一
地

方
選
挙
で
は
、
町
で
も
取
り
入

れ
て
、
投
票
率
の
向
上
に
つ
な

げ
て
み
て
は
ど
う
か
。

り
、
選
挙
公
報
の
全
戸
配
布
を

行
っ
た
り
し
て
き
た
。

　
提
案
の
あ
っ
た
量
販
店
で
の

期
日
前
投
票
に
つ
い
て
は
、
電

算
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
は
じ
め
、

投
票
場
所
の
確
保
、
人
員
の
増

員
な
ど
が
必
要
と
な
る
た
め
、

現
段
階
で
取
り
組
む
予
定
は
な

い
。

　
な
お
、
総
務
省
が
投
票
率
ア

ッ
プ
に
向
け
、
住
ん
で
い
る
市

区
町
村
内
の
投
票
所
を
自
由
に

選
べ
る
制
度
や
投
票
時
間
の
延

長
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
り
、
町
と
し
て
も

国
の
動
向
を
注
視
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
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宇多津町議会だより No.52宇多津町議会だより No.52

幼稚園の水道管工事幼稚園の水道管工事

教育委員会

広域避難所に太陽光発電広域避難所に太陽光発電

　宇多津幼稚園の水道管は、宇多津小学
校の水道管からの給水になっている。　
利便性・安全性を考え、町の水道管から
直接給水をするための工事を行う。
　また、宇多津小学校との間の通路の舗
装がかなり傷んでいるので、あわせて補
修工事を行う。

総務課

庁舎耐震改修工事庁舎耐震改修工事

総務建設・教育民生合同委員会教育民生常任委員会

健康福祉課

健やか子ども基金条例健やか子ども基金条例
　県からの年間約450万円（５年間）の補助
金を基金とする。母子保健、子育て支援事
業に対し、結婚から妊娠・出産、子育てま
で切れ目のない支援を実施するために設置
する。保護者、保育士、保健師などで支援
事業の内容を話し合う。

切れ目のない子育て支援

上水道の耐震管、浜街道を渡る

切れ目のない子育て支援 防災ラジオ300台追加防災ラジオ300台追加

危機管理課

耐震改修工事が急がれる庁舎元気な子どもたち（中央保育所運動会）

総務建設常任委員会

水道課

大橋地区、上水道工事大橋地区、上水道工事

上水道の耐震管、浜街道を渡る

　今年度はプロポーザル方式での業者選
定を行い、平成28年度の完成を目指す。
また、耐震改修工事にともない、庁舎西
側のＪＡ宇多津の土地を購入し、分庁舎
を建設。多様化する行政ニーズに対応す
る。（12ページに関連記事）

危機管理課

防災ラジオ300台追加防災ラジオ300台追加
　防災ラジオの在庫がないので、さらに
300台分を追加購入する。1台15,984
円のところ、希望者には1台3,500円の
自己負担でお渡しする。

保健福祉課

うつ病・自殺対策うつ病・自殺対策
　県内でもうつ病が増加しており、それ
にともなう自殺も増加傾向にある。今回
緊急強化基金事業補助金を利用して、研
修会および自殺予防のリーフレットを作
成する。

議会事務局

議会管理費議会管理費
　町議会議員の報酬などは９名分で予算
計上している。今回の補欠選挙にともな
い、議員１人分（半年分）の報酬・期末
手当などを補正する。

　　広域避難所とはどこか。
　　宇多津小学校、宇多津北小学校、宇多
　津中学校の３か所にそれぞれ10kwのも
　のを設置、同時に15kwの蓄電池を設置
　し、避難所としての機能を強化する。

Q
A

サポートセンター補修サポートセンター補修

保健福祉課

　サポートセンターの玄関付近が雨漏り
し、軒天井が傷んでいるので修繕する。

　平成25年度は大橋地区の浜街道までと
鍋谷・津の郷地区など中心に耐震管布設
工事を行った。26年度は大橋北地区、鍋
谷・津の郷地区の耐震管布設をさらに進
める。特に大橋地区はできてから40年が
経過し、道路の傷みもひどいので、同時
に道路補修工事を行う。

　　年間に町内で何か所の漏水があった
　のか。
　　平成25年度は年間23件ほどで、ほ
　とんどは老朽化が原因。現在は直径
　150㎜以上の老朽管を中心に取替工事
　を行っている。新都市は５年後くらい
　から実施する予定。

Q

A

　
10
月
５
日
、
宇
多
津
町
長
選
挙

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
と
も
な
い
、

宇
多
津
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
井
上
弘
治
氏
が

当
選
し
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し

ま
す
。

《
抱
負
》

　
住
民
と
地
方
議
会
が
「
仲
良
く

連
携
プ
レ
ー
し
て
い
る
地
域
」
は
、

地
域
全
体
が
輝
い
て
い
ま
す
。
住

民
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

《
趣
味
》

　
ス
ポ
ー
ツ
、
柔
道

《
好
き
な
言
葉
》

　
情
熱

新議員紹介新議員紹介

井上　弘治 議員
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自己負担でお渡しする。

保健福祉課

うつ病・自殺対策うつ病・自殺対策
　県内でもうつ病が増加しており、それ
にともなう自殺も増加傾向にある。今回
緊急強化基金事業補助金を利用して、研
修会および自殺予防のリーフレットを作
成する。

議会事務局

議会管理費議会管理費
　町議会議員の報酬などは９名分で予算
計上している。今回の補欠選挙にともな
い、議員１人分（半年分）の報酬・期末
手当などを補正する。

　　広域避難所とはどこか。
　　宇多津小学校、宇多津北小学校、宇多
　津中学校の３か所にそれぞれ10kwのも
　のを設置、同時に15kwの蓄電池を設置
　し、避難所としての機能を強化する。

Q
A

サポートセンター補修サポートセンター補修

保健福祉課

　サポートセンターの玄関付近が雨漏り
し、軒天井が傷んでいるので修繕する。

　平成25年度は大橋地区の浜街道までと
鍋谷・津の郷地区など中心に耐震管布設
工事を行った。26年度は大橋北地区、鍋
谷・津の郷地区の耐震管布設をさらに進
める。特に大橋地区はできてから40年が
経過し、道路の傷みもひどいので、同時
に道路補修工事を行う。

　　年間に町内で何か所の漏水があった
　のか。
　　平成25年度は年間23件ほどで、ほ
　とんどは老朽化が原因。現在は直径
　150㎜以上の老朽管を中心に取替工事
　を行っている。新都市は５年後くらい
　から実施する予定。

Q

A

　
10
月
５
日
、
宇
多
津
町
長
選
挙

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
と
も
な
い
、

宇
多
津
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
井
上
弘
治
氏
が

当
選
し
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し

ま
す
。

《
抱
負
》

　
住
民
と
地
方
議
会
が
「
仲
良
く

連
携
プ
レ
ー
し
て
い
る
地
域
」
は
、

地
域
全
体
が
輝
い
て
い
ま
す
。
住

民
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

《
趣
味
》

　
ス
ポ
ー
ツ
、
柔
道

《
好
き
な
言
葉
》

　
情
熱

新議員紹介新議員紹介

井上　弘治 議員
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研
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視
察
来
町

視
察
来
町

耐
震
工
事
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で

　
　
　
　
　
　  

（
視
察
研
修
）

技
術
提
案
方
式
採
用
の
事
業

同
時
期
に
建
設
さ
れ
た
庁
舎

おいでました
　本町議会では、他の市町村議会からの行政視察をできる限り受け入れています。町の事業はもち

ろんですが、私たちが「開かれた議会」を目指して活動している議会改革の視察もあります。視察

を受け入れることで他の自治体の取り組みも知ることができ、本町に役立つ材料を見つける機会と

もなっています。

　さらに「まちづくり課」では本町の特産品をＰＲし、自治体特選ストア商品（旧sg商品）なども

紹介し、観光振興に一役買っています。

①島根県の東端に位置する。
②人口は約45,000人
③面積は420㎢
④今回の視察目的
　・特産品の振興
　・フェイスブックを活用したまちづくり
⑤質疑応答
   Q. sg商品に職員はどう関わっているのか。
   A. 職員は直接関わることはなく、サイト
       の運営会社が受注し、発送はメーカー
       が行っている。

　宇多津町議会では、９月からfacebook
（フェイスブック）を始めています。
　手始めに、議会に関する情報から発信し
ています。
　将来的には、一般質問の内容、研修など
をリアルタイムにお伝えしたいと考えてい
ます。
　皆さんもぜひ一度、覗いてみてください。

島根県安来市議会（８名） 10/16
①佐渡島の対面に位置する。
②人口は約5,000人
③面積は44㎢
④今回の視察目的
　・子育て支援
⑤質疑応答
　Q. つどいの広場、ファミリーサポート事
　　 業などはどういう経緯でできたのか。
　A. ボランティア団体や子育て世代からの
       要望に応える形で実施された。

新潟県出雲崎町（11名） 10/16
いず も  ざき まちやす  ぎ 　し

し
ゅ
う 
な
ん     

し

　
周
南
市
は
旧
徳
山
市
が
中
心
で
、
山

口
県
の
東
南
部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
海
岸
線
に
沿
っ
て
大
規
模
工
場

が
立
地
し
、
人
口
は
約
15
万
人
で
す
。

庁
舎
は
建
築
さ
れ
て
約
60
年
が
経
っ
て

い
ま
す
。
本
町
に
比
べ
約
半
年
早
く
耐

震
化
関
連
の
事
業
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
設
計
者
を
技
術
提
案
方
式

（
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
）
で
選
定
し
て
い
ま
す
。

　
技
術
提
案
方
式
は
市
民
対
話
型
の
庁

舎
建
設
プ
ロ
セ
ス
に
対
応
し
や
す
い
反

面
、
評
価
方
法
や
評
価
基
準
を
明
確
に

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
よ
う
で
す
。
行

き
先
が
一
目
で
分
か
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
の
市
民
窓
口
や
、
レ
イ
ア
ウ

ト
変
更
に
容
易
に
対
応
で
き
る
技
術
提

案
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
建
て
替
え
が
同
一
敷
地
で
あ
る
の
で
、

仮
庁
舎
の
確
保
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
都
合
よ
く
市

中
心
部
に
閉
鎖
し
て
い
た
大
型
デ
パ
ー

ト
が
あ
り
、
利
用
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

本
町
で
も
耐
震
改
修
内
容
や
技
術
提
案

が
、
町
民
に
便
利
な
も
の
に
な
る
よ
う
、

期
待
し
て
い
ま
す
。

山
口
県
周
南
市

わ

　
　き    

ち
ょ
う

山
口
県
和
木
町

周南市庁舎

和木町での研修の様子

熱心に質問する出雲崎町議員

宇多津町議会のfacebookページに「いいね！」をお願いします

　
和
木
町
は
山
口
県
の
東
端
に
位
置
し
、

岩
国
市
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。
　

　
瀬
戸
内
側
は
工
業
地
帯
と
な
り
法
人

税
収
入
が
多
く
、
人
口
は
約
6500
人
で
す
。

庁
舎
は
著
名
な
建
築
家
の
設
計
で
昭
和

50
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
56
年
完
成
の

本
町
庁
舎
と
同
時
期
で
す
が
、
平
成
９

年
に
当
時
の
改
善
目
標
値
を
確
保
す
る

た
め
耐
震
補
強
工
事
を
完
了
し
て
い
ま

す
。

　
庁
舎
の
防
災
拠
点
化
に
際
し
、
現
状

以
上
の
構
造
体
力
向
上
を
検
討
す
べ
き

か
を
協
議
し
た
結
果
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

庁
舎
を
明
る
く
入
り
や
す
く
和
や
か
な

雰
囲
気
に
改
善
す
る
た
め
に
、
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
計
画
策
定
業
務
を
今
年
の
８
月

に
委
託
し
ま
し
た
。
防
災
拠
点
化
と
し

て
は
、
災
害
対
策
室
、
非
常
電
源
お
よ

び
職
員
用
の
備
蓄
倉
庫
の
確
保
を
要
望

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
照
明
の
検
討
と

カ
ウ
ン
タ
ー
に
加
え
、
同
時
に
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
や
執
務
ス
ペ
ー
ス
の

拡
張
も
検
討
す
る
よ
う
で
す
。

　
敷
地
内
配
置
計
画
、
庁
舎
内
プ
ラ
ン

見
直
し
に
つ
い
て
、
設
計
側
か
ら
の
提

案
を
含
め
た
案
を
作
成
し
、
そ
れ
を
た

た
き
台
と
し
て
議
論
し
、
変
更
案
、
訂

正
案
と
積
み
重
ね
て
協
議
を
進
め
る
方

針
で
す
。
こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
案
を
、

本
町
で
進
め
て
い
る
耐
震
改
修
工
事
の

参
考
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。https://www.facebook.com/utazuchogikai

facebook
　　　始めました
facebook
　　　始めました
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　・特産品の振興
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       の運営会社が受注し、発送はメーカー
       が行っている。
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　手始めに、議会に関する情報から発信し
ています。
　将来的には、一般質問の内容、研修など
をリアルタイムにお伝えしたいと考えてい
ます。
　皆さんもぜひ一度、覗いてみてください。
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　　 業などはどういう経緯でできたのか。
　A. ボランティア団体や子育て世代からの
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応
援
し
ょ
う
で
ぇ
〜

応
援
し
ょ
う
で
ぇ
〜

第９回議会報告会を開催します第９回議会報告会を開催します

平成26年11月５日（水） PM７時～
保健センター４階　大会議室

　宇多津町議会では、議会活性化の取り組みの１つとして、平成２１年より
「議会報告会」を開催しています。
　町民の皆さまに議会活動を知って頂き、さらに皆さまのご意見をお聞きし
ます。平成２５年度決算について説明した後、フリートークを行います。
今回は特に「どうなる？新都市」をテーマにしたいと考えています。
　ぜひ、ご参加ください。

と　き

ところ

追
跡
調
査

追
跡
調
査

追跡調査追跡調査

応援しょうでぇ～
宇多津っ子

　今回は町スポーツ少年団の宇多津サッカークラブ（女子）、
宇多津ジュニアバレー部の６年生にインタビューしました。

　サッカークラブ（女子）は発足４年目。なでしこ
人気で火が付き、現在６年生は６人、全部で12人（１
年～６年）が北小や香短のグラウンドの一角で、週４
回元気に練習しています。指導する青木監督によると、
今の６年生はチームワークもいいので、彼女たちが卒
業した後が少し心配だとか･･･。後に続くメンバーを
募集中です。
　秋のリーグ戦に向けてボールを追いかける「宇多津
のなでしこ」たち。目標は？と聞くと「もちろん、優
勝をねらってます」と目を輝かせて答えてくれました。
①３年から･･･３人　　４年から･･･２人
②兄弟がしていた･･･２人　友だちに誘われて･･･２人
③鮫島選手、長谷部選手、長友選手の筋肉、川島選手
④サッカーを続ける･･･２人、その他はバスケット、
　テニス、決めていない

第２キッズクラブの外観

一番後ろが６年生

宇多津のなでしこたち

「宿題サポート活動」をする部屋

「放課後児童育成クラブ」の対象年齢を上げてほしい「放課後児童育成クラブ」の対象年齢を上げてほしい
　本町では、共働きなどで下校時に留守家庭の子どもを対象に、２つの小学校区ごとに放課後
児童育成クラブを開設しています。昨年度までは小学３年生までを受け入れてきましたが、今
年度からは小学４年生までに拡大されました。これにともない、宇多津北小校区では新たな受
け入れ場所として、児童館南側の空き店舗を利用することになりました。この場所は「第２キ
ッズクラブ」というクラブ名で小学３,４年生が通っています。駐車場がないため、迎えの際
には中央公園などの駐車場に車を停めてもらうようにして、安全には気を配っています。
　さらに、放課後子ども教室では従来のスポーツ教室に加え、平成25年度から新たに「宿題
サポート活動」を始めました。これは小学校４～６年が対象で、放課後の学習時間の居場所と
して開設しています。宇多津小は小学校内、北小では、中央公園南側施設「第２キッズクラブ」
の２階を利用しています。いろいろな事情で宿題を見られない親に変わり、退職教員が指導し
ます。参加費は年間1,000円。この宿題支援活動を利用してもらえば、家では自主学習がで
きるようになり、学力向上に役立つと、町では今後さらに力を入れていくようです。

　①何年生から始めたのか。　②どうして始めたのか。
　③好きな選手は誰か。　　　④中学校では何をしたいか。

　ジュニアバレー部は、６年生８人、総勢18人
（１～６年）が週４回、町民体育館など３箇所で
練習しています。お母さんたちの中にバレーボー
ル経験者がいるという心強さに加えて、練習のな
い日はママさんバレーの練習にも参加するという
熱心さ。さすがは大松監督のお膝元といったとこ
ろでしょうか。
　今シーズンは県内ではベスト４、坂出の吉田杯
では優勝しています。今は、11月のスポーツ少年
団の大会での優勝を目指して汗を流していました。
　随時、メンバー募集中です。
①１､２年･･･２人　　３､４年･･･５人
　５､６年･･･１人
②兄弟がしていた･･･２人
　友達に勧められて･･･２人
　お母さんがしていた･･･１人
　ソフトバレーをして楽しかった･･･１人
③木村選手･･･３人、長岡選手
④バレーを続ける･･･３人、その他は吹奏楽、
　バスケット、決めていない

亀井有紗さん
かめ い あり さ

河口南奈さん
かわぐち な  な

古林遥香さん
こばやしはる か

岡本　希さん
おかもと   のぞみ

河野優空さん
こう の  ゆ  ら

矢野　環さん
や  の     たまき

豊嶋彩花さん
とよしまあや か

世佐木文夏さん
せ  さ  き ふみ か

川田翔子さん
かわ たしょうこ

森次　結さん
もりつぐ　  ゆい

前田彩花さん
まえ だ あや か

中村桃茄さん
なかむらもも か

黒川楓歌さん
くろかわふう か

野田美咲さん
の  だ  み さき

（平成25年９月に質問）
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援
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ょ
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で
ぇ
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応
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ょ
う
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ぇ
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第９回議会報告会を開催します第９回議会報告会を開催します

平成26年11月５日（水） PM７時～
保健センター４階　大会議室
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と　き

ところ

追
跡
調
査

追
跡
調
査

追跡調査追跡調査

応援しょうでぇ～
宇多津っ子
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年度からは小学４年生までに拡大されました。これにともない、宇多津北小校区では新たな受
け入れ場所として、児童館南側の空き店舗を利用することになりました。この場所は「第２キ
ッズクラブ」というクラブ名で小学３,４年生が通っています。駐車場がないため、迎えの際
には中央公園などの駐車場に車を停めてもらうようにして、安全には気を配っています。
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ます。参加費は年間1,000円。この宿題支援活動を利用してもらえば、家では自主学習がで
きるようになり、学力向上に役立つと、町では今後さらに力を入れていくようです。

　①何年生から始めたのか。　②どうして始めたのか。
　③好きな選手は誰か。　　　④中学校では何をしたいか。
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（１～６年）が週４回、町民体育館など３箇所で
練習しています。お母さんたちの中にバレーボー
ル経験者がいるという心強さに加えて、練習のな
い日はママさんバレーの練習にも参加するという
熱心さ。さすがは大松監督のお膝元といったとこ
ろでしょうか。
　今シーズンは県内ではベスト４、坂出の吉田杯
では優勝しています。今は、11月のスポーツ少年
団の大会での優勝を目指して汗を流していました。
　随時、メンバー募集中です。
①１､２年･･･２人　　３､４年･･･５人
　５､６年･･･１人
②兄弟がしていた･･･２人
　友達に勧められて･･･２人
　お母さんがしていた･･･１人
　ソフトバレーをして楽しかった･･･１人
③木村選手･･･３人、長岡選手
④バレーを続ける･･･３人、その他は吹奏楽、
　バスケット、決めていない
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河口南奈さん
かわぐち な  な

古林遥香さん
こばやしはる か

岡本　希さん
おかもと   のぞみ

河野優空さん
こう の  ゆ  ら

矢野　環さん
や  の     たまき
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平成26年 第３回定例会 庁舎耐震改修工事
一般質問に６人

健やか子ども基金・防災ラジオ（委員会）
耐震工事はプロポーザル（視察・来町）
放課後児童育成クラブ（追跡調査）

「応援しょうでぇ～、宇多津っ子」サッカー（女子）＆ジュニアバレー
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平
成
23
年
９
月
の
「
瀬
戸
の
海
、

浜
お
こ
し
・
唄
お
こ
し
坂
出
市
民
コ

ン
サ
ー
ト
」
に
初
め
て
「
鹿
島
踊
り
」

を
披
露
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
こ
れ

で
は
将
来
消
滅
と
の
危
機
を
感
じ
、

こ
の
年
の
12
月
に
踊
り
や
太
鼓
の
方

に
も
声
を
か
け
て
、
「
宇
多
津
郷
土

芸
能
保
存
会
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

　
仲
間
の
一
人
が
「
口
伝
で
は
覚
え

な
い
し
唄
え
な
い
」
と
唄
符
を
創
作

し
ま
し
た
。
こ
の
事
が
非
常
に
効
果

的
で
８
名
の
口
説
き
者
が
誕
生
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
単
に
盆
踊
り
唄
と
思
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
実
は
そ
う
で
は
な

い
事
を
町
文
化
財
保
護
協
会
の
奥
村

会
長
が
発
見
。
そ
れ
は
頼
重

公
入
封
当
時
、
讃
岐
は
も
と

よ
り
全
国
で
人
力
の
遠
く
及

ば
な
い
大
災
害
が
打
ち
続
い

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
悪
霊

を
鎮
め
る
た
め
、  

先
の
領
地・

鹿
島
神
宮
の
神
の
威
力
を
借

り
て
祈
り
、
宇
多
津
か
ら
仕

掛
け
て
次
々
と
隣
村
に
伝
え
、

大
内
郡
坂
本
村
ま
で
踊
り
継

い
だ
そ
う
で
す
。

　
こ
の
踊
り
を「
鹿
島
踊
り
」

と
い
う
と
中
山
城
山
著
「
全

讃
史
」
に
記
録
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
当
会
の
仲
間
は
、
年
は
重
ね
て
い

ま
す
が
元
気
い
っ
ぱ
い
。
今
の
う
ち

に
次
世
代
に
つ
な
げ
た
い
と
、
毎
週

月
曜
日
午
後
７
時
か
ら
８
時
半
ま
で
、

平
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
練
習
を
続
け

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
「
鹿
島
踊
り
」
は
伝
統
あ

る
我
が
町
に
初
め
て
の
無
形
文
化
財

の
認
定
を
目

指
し
て
い
ま

す
。

　
興
味
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
選
挙
も
終
わ
り
４
年
間
の

宇
多
津
丸
の
船
長
が
決
ま
り

ま
し
た
。
議
会
も
３
年
ぶ
り

に
定
数
10
人
で
の
議
会
運
営

と
な
り
ま
す
。
10
人
が
一
丸

と
な
っ
て
宇
多
津
町
の
未
来

に
向
け
て
全
力
投
球
し
て
い

き
ま
す
！

 

船
長
は
船
員
（
議
会
・
職

員
）
の
仕
事
は
で
き
ま
す
が
、

船
員
は
船
長
の
仕
事
は
で
き

ま
せ
ん
。
船
内
の
仕
事
は
船

員
に
任
せ
、
船
長
は
操
舵
室

か
ら
水
平
線
（
宇
多
津
の
未

来
）
を
見
、
上
手
く
舵
を
執

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
船
員
皆
で
宇
多
津
丸

の
安
全
航
行
の
た
め
に
船
長

の
後
押
し
を
し
て
い
き
ま
す
。

 

こ
れ
か
ら
の
安
全
航
海
で

４
年
後
に
は
、
素
晴
ら
し
い

未
来
あ
る
港
に
無
事
に
帰
港

で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
宮
本
　
隆

第63回近県剣道優勝大会  がんばる　宇多津中学校剣道部

うたづ夏まつりでも「鹿島踊り」を

大松杯でのセレモニー

香川県宇多津町


